
我々が実現したい社会と提供したい価値我々が実現したい社会と提供したい価値

『すべての人に “生活の可能性が拡がる喜び” を提供する』『すべての人に “生活の可能性が拡がる喜び” を提供する』
ー 世界中の一人ひとりの「移動」と暮らし」の進化をリードする ーー 世界中の一人ひとりの「移動」と暮らし」の進化をリードする ー

カーボンフリー社会カーボンフリー社会 交通事故ゼロ社会交通事故ゼロ社会

ー全ての交通参加者に安心をーー全ての交通参加者に安心をーー持続可能なエコ社会へーー持続可能なエコ社会へー

生活の可能性が拡がる社会生活の可能性が拡がる社会

ー誰もが楽しく・便利に・快適にーー誰もが楽しく・便利に・快適にー

環境技術 事故ゼロ技術

使う人のための人間中心の製品づくり既存
価値

Honda eMaaS・コネクテッド
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交通事故ゼロと自由な移動の喜び



2030

2050

 “ 

CO2 
Emissions

Resource &
Disposal Risk

Energy
Risk 

Triple ZERO
2100

Honda の環境に対する取り組みHonda の環境に対する取り組み



生活が変わる・豊かになる喜びを カーボンフリーで提供
Honda eMaaS is abbreviation of Honda Energy Mobility as a Service

定置型バッテリー
ストレージステーション

双方向充放電器
Honda Power Manager

Prototype

着脱式可搬バッテリー
Honda Mobile  
Power Pack

充電ステーションユニット
Honda Mobile Power Pack 

Exchanger

V2L対応 可搬型外部給電器
Power Exporter 9000

可搬型充放電器
Honda Mobile Power Pack
Charge & Supply Concept

ubitricity SmartCable
ubitricity SimpleSocket
（スマート充電器）

3E-B18

Honda
P.A.T.H. Bot

電動二輪車
PCX ELECTRICESMO 

Concept
3E-C18

小型電動モビリティー
Honda Mobile Power Pack

4W-4WVehicle Concept

PHEV / FCV
Honda Mobile Power Pack

2電源システム搭載車

BEV

定置型
分散発電

スマート
水素ステーション

自由に移動する喜び自由に移動する喜び
MaaSMaaS

環境にやさしく、賢い電気の利用環境にやさしく、賢い電気の利用

MicrogridMicrogrid

EaaSEaaS

再生可能エネルギー拡大再生可能エネルギー拡大

Honda eMaaSHonda eMaaS

Honda eMaaSHonda eMaaS

生活が変わる・豊かになる喜び生活が変わる・豊かになる喜び

可搬型
分散発電



PCX ELECTRIC Honda Mobile Power Pack

V2X  ~ ~ 

2

Honda eMaaS

AI

L3 Pilot Driving Automation 

Honda SENSING
Honda SENSING VR

U.S. Smart Mobility Corridor V2X Pilot Deployment
Safe Swarm VR

ホンダ ITS のグローバルな取り組みホンダ ITS のグローバルな取り組み



AI を用いた予知予測・協調行動による
自動運転システム

郊外

自宅

住宅街

病院

通勤路

オフィス

駅

観光地高速道

スーパーマーケット

住宅街

商店街

工事区間 渋滞中合流 交通事故区間

自動運転パーソナルカー
（試作車）

歩行者 / 車両の飛び出し
（ヒヤリハットシーン）

危険に近づかない予知・予測
互いに分かり合える協調行動

交通参加者の行動を読む

検出結果

予測結果

危険を先読み回避するため顔向き体方向，動作履歴，道路構造，
ジェスチャに基づき歩行者の行動を予測．

渋滞合流時の交渉

行動
自ら
働きかけ
分かり合う

自ら
働きかけ
分かり合う

意思伝達（働きかけ）意思伝達（働きかけ）

行動

周りに合わせて行動 まわりに働きかけ 意図を理解し
周囲と協調しながら行動

自車他者 自車他者

従来 インタラクティブ AI

工事区間ゆずり合い

意図理解意図理解 意図理解意図理解

予測移動軌跡

行動予測 潜在リスク予測

予め減速

歩行者検出

安全に停止

自車の前に歩行者が飛び出す対向車線が渋滞

安全マージンを予め確保するため潜在リスクを予知．

行動行動

顔向き＆体向き 
動作履歴
道路構造
ジェスチャ

手を上げる
傘をさす
電話をする
スマートフォンを見る
歩く

潜む危険に備える

知能化知能化

“自由な移動” を拡大するため，予知予測による安全・安心，複雑な交通シーンに
おける他の交通参加者との協調を実現する先進 AI 技術が必要．

AI を用いた予知・予測による予防安全運転

他の交通参加者との協調による熟練ドライバーのような安全・スムーズな運転

自動運転システムの進化

適用技術



ヨーロッパにおける自動運転の実証実験

Honda は EU が出資する研究及びイノベーションを促進するためのプログラム Horizon2020 において，EU の主要な
OEM，およびサプライヤが参加している自動運転の実証実験 “L3Pilot” に参加しています．
この中で Honda は高速道路でのレベル 3 に相当する自動運転の実験を行います．このプロジェクトに参加することで，
EU 内の多様な環境のデータを収集し，自動運転技術の向上を目指します．

ワーキンググループと Honda の参加
実施規定の策定

自動運転機能のシステムと安全性の検証に関する
ルール策定をおこなう．

本プロジェクトで構築された学際的な評価の
方法論により，自動運転において信頼性の高い

EU の各自動車メーカが乗用車ベースの AD テスト車両を
それぞれ製作し，プロジェクトで合計 100 台準備する．

自動運転の多様なデータの記録，管理，および解析を
可能とするツールを提供する．

テスト結果を得られるようにする．

ヨーロッパ 10 か国にまたがるテスト走行の調整をする．
ショーケースでは多様な来訪者に AD の機能を紹介する．

自動運転技術，ユーザーの許容性，車両挙動，
交通および社会への影響を評価し，本プロジェクトの成果を示す．

方法論

車両

データ

実験

評価

Honda の参加

Honda の参加

Honda の参加

プロジェクト詳細

対象となる
ヨーロッパ各国

コンソーシアム

期間 : 48 か月 , 
September 2017 - August 2021

総予算 : €68 million
Coordinator: Aria Etemad, 
Volkswagen Group Research

出資と支援 : Co-funded by 
the European Union under the 
Horizon 2020 research and 
innovation program under 
grant agreement No 723051 
with €36 million. 
Supported by the European
Council for 
Automotive R&D (EUCAR). 



2014 年、Honda は 単眼カメラ と ミリ波レーダを使用した “Honda SENSING” を上市しました。
以来、多くのモデルに搭載を進め、より多くのドライバーの安全・快適な移動のお手伝いをしています。

通常走行時から緊急時のリスク回避までの運転を支援

衝突被害軽減機能

Traffic Jam Assist（2018 年北米市場向けの Acura RLX より搭載）
Traffic Jam Assist は、低速域での車線維持と前走車追従の支援を実現し、
渋滞中のドライバーのストレスを軽減する。

衝突軽減ブレーキ（CMBS） 歩行者事故低減ステアリング 路外逸脱抑制機能 誤発進抑制機能 後方誤発進抑制機能

渋滞追従機能付き ACC

先行車進入検知機能付き ACC（iACC）

動作イメージ

車両検知なし

接近警告
表示 消灯 消灯

なしピピピッなしなし

点灯 点滅

接近警告音

近接車両検知 斜め前方向車両ウィンカー操作
（車線変更）

車線維持支援システム (LKAS) 先行車発進お知らせ機能 標識認識機能 オートハイビーム

運転支援機能

ブラインドスポットインフォメーション 後退出庫サポートリアワイドカメラ

マルチビューカメラシステムパーキングセンサーシステム

単眼カラーカメラ

77GHz 電子スキャン  
ミリ波レーダ

カメラ 画像処理

センサ情報統合

縦方向支援

横方向支援

カメラ
対象の大きさや
属性の認識が
得意

ミリ波レーダ
対象の位置・
速度の認識が
得意

システム構成

搭載機能

横方向支援 後方視界支援

車両の横方向・後方の安全を支援するシステム

ミリ波レーダは、認識対象の距離・速度
を計測することが得意である特性に加
え、従来、反射量が小さく同センサでの
検出が難しかった歩行者など、認識対象
を拡大。カメラは、前方約 60m の距離
での対象の大きさや属性を、高い精度で
の認識を実現。

両センサの特性を組みあわせることによ
り、より多くの場面での運転支援を実現
しました。

Honda SENSING は、ドライバーの運転支援機能のため、各機能の
能力（認識能力・制御能力）には限界があります。各機能の能力を過
信せず、つねに周囲の状況に気をつけ、安全運転をお願いします。



U.S. Smart Mobility Corridor V2X 実証実験

Safe Swarm 機能の検証を目的とした、V2X 高密度環境の実現

インフラを活用し、V2X 非搭載車両の情報を V2X 搭載車両へ発信

SAFE SWARM は、車両と車両およびインフラを通信技術でつなぎ、安心で快適な移動の提供を目
指したコンセプトです。
現在、オハイオコロンバス地域と Honda R&D Americas, Inc をつなぐ 33 Smart Mobility 
Corridor を走行する 200 台の車両への Safe Swarm（V2V および V2I）機能の搭載を予定して
おります。
また、本プロジェクトは、ホンダの Future Mobility ビジョンである全ての交通参加者に対する価
値提供に沿ったコンセプトです
本プロジェクトはオハイオおよびその自治体との協業の成果の一つであり、V2X 普及の加速を目指
し、さらなるパートナの参画を広く募集しております。

ホンダが実証実験を行っている V2I は、通常車両のみならず、歩行者、緊急車両も検知可能



実証事業におけるデータ収集とバッテリーサービス情報提供環境

Honda Mobile Power Pack と Honda Mobile Power Pack Exchanger の
稼働データと PCX ELECTIRC の走行データを収集し、バッテリシェアリングサービスなどに活用

再生可能エネルギー拡大

自由に移動する喜び

環境にやさしく、賢い電気の利用

生活が変わる・豊かになる喜びを カーボンフリーで提供

Honda Mobile 
Power Pack

（着脱式可搬バッテリー）

Honda Mobile 
Power Pack

（着脱式可搬バッテリー）

Honda Mobile Power Pack
Charge & Supply Concept

（可搬型充放電器）

Honda Mobile Power Pack
Charge & Supply Concept

（可搬型充放電器）

Power Exporter 9000
（V2L 対応 可搬型外部給電器）

Power Exporter 9000
（V2L 対応 可搬型外部給電器）

定置型バッテリー
ストレージステーション

定置型バッテリー
ストレージステーション

Honda Power Manager
Prototype

（双方向充放電器）

Honda Power Manager
Prototype

（双方向充放電器）

ubitricity SmartCable
ubitricity SimpleSocket

（スマート充電器）

ubitricity SmartCable
ubitricity SimpleSocket

（スマート充電器）

Honda Mobile Power Pack
4W-Vehicle Concept
（小型電動モビリティ）

Honda Mobile Power Pack
4W-Vehicle Concept
（小型電動モビリティ）

Honda Mobile Power Pack
2 電源システム搭載車

Honda Mobile Power Pack
2 電源システム搭載車

PHEV/FCVPHEV/FCVBEVBEV

BENLY ELECTRIC
（電動二輪車）

BENLY ELECTRIC
（電動二輪車）

PCX ELECTRIC
（電動二輪車）
PCX ELECTRIC
（電動二輪車）ESMO ConceptESMO Concept

3E-C183E-C18

3E-B183E-B18

Honda
P.A.T.H Bot

Honda
P.A.T.H Bot

可搬型
分散発電
可搬型

分散発電

定置型
分散発電
定置型

分散発電

スマート
水素ステーション

スマート
水素ステーション

Honda Mobile Power
Pack Exchanger

（充電ステーションユニット）

Honda Mobile Power
Pack Exchanger

（充電ステーションユニット）

生活が変わる・豊かになる喜び



加古川市は、住民同士の支えあいや官民協働による防犯や交通安全、防災・減災対策を通じて、犯罪・
事故・災害等の少ない安全・安心なまちづくりを進めている。その中で V2X 技術を活用して車と
つながり、見守りサービスの拡大を行っている。

はたらく車や防犯カメラにV2X技術を活用し、充実した見守りサービスを実現

安全・安心のまちづくりの視点で住宅と住宅まわりの防犯性、道路路面状態把握（ビデオ提示）に寄与

V2X技術の新たな活用　～加古川市
実証実験中

目的・狙い

推進事業の概要

効果・取り組む技術

ICT活用での安全・安心見守りネットワーク構築

通学路に設置された見守りカメラ 郵便配達用バイクに共通検知器を搭載

犯罪が起こってから確認して動くのが防犯カメラ
予知予見で確認するのが見守りカメラ
ネットワークを通じて遠隔操作

働く車を活用して見守りネットワークの更なる拡大
移動して誰かが見守っている

加古川市設置V2X技術搭載見守りカメラ配置図 日本郵便車両見守りタグ検出ポイント図 郵政車両と見守りカメラのタグ検出例



道路路面状態把握システム

目的・狙い

実装の概要

今の道路状態 車が走行することで 道路管理

道路路面状態
集積サーバ

画像分析
サーバ

V2X ユニット

車載プローブ送信

センサーソフト抽出ソフト改善

車輪速センサー
データ利用し、路面状態を判断

走行・計測
集積サーバ

走行カメラ

走行カメラ

リアルタイムに

機能・仕組み

効果・性能

アメリカ合衆国におけるプローブ情報を活用した
高度なシステムの展開可能性に関する調査等の請負

* 日本国総務省委託調査

自動車本体より得られるプローブデータ（位置データ、CAN データ）から路面の平坦性を解析する
ことで、路面状態を類推し道路劣化の有無、メンテナンスの必要性の有無を判断するシステムの
可能性検証

車輪速センサと、車両挙動センサのデータの変化から路面の凹凸を検出し、車載通信機能を用いて、
道路路面データと紐付ける位置情報と共にリアルタイムで道路路面データをサーバに送信する。
送信されたデータは、分析され道路の劣化変化を元にメンテナンスの必要性の判断を行う。

VSA 車輪速センサと、車両挙動センサのデータの
変化から路面の凹凸を検出する機能と走行前方画
像を記録するカメラを搭載しリアルタイムで走行
路面の評価を可能とした。

日本、アメリカで 10000ｋｍ以上の走行テスト
を行い、路面の凸凹とそれを示す数値の相関があ
ることを確認した。

凸凹の大きな箇所における道路状況

車輪速
センサ

路面粗さ、µ、
CAN data



中南米諸国においては、二輪車・四輪車の盗難防止が課題となっており、盗難車の位置を特定し、
追跡可能とする防犯システムの導入ニーズがあると考えられる。そのため、既存の地デジデータ放送
と安価な BLE を活用した防犯システムの実証実験を行い、車両の盗難防止に役立つことを検証する。

地デジを活用したブラジル 防犯 システム *

* 日本国総務省委託調査

実証実験中

目的・狙い

実証の概要

位置情報を持たない車両 ID 情報

外部情報（プローブ）と車両 ID 受信時刻

BLE 通信距離の精度ですれ違い時の
位置情報を追跡可能に

車両側に BLE ビーコンを組込み、
車両 ID を送信

盗難車両 ID を放送波でプローブ車両に
配信する専用カルーセル

専用受信機
プローブ車両

走行

プローブ車両が、
盗難車両 ID と自車位置を
組合せて収集

車両 ID& 通信位置時刻情報を可視化
盗難車両追跡

盗難対策 DB
車両 ID

+ 位置情報・時刻

効果・取り組む技術
サンパウロでの盗難車探査実証結果

盗難車駐車検知位置 逃走コース

駐車位置

盗難車検知位置（連続検知）

盗難車検知位置
（連続検知）

盗難車検知位置
（連続検知）

盗難車駐車検知位置
駐車位置

盗難車検知位置

（Ａ）ビル街探査エリア内での盗難車連続検知状態
　　　盗難車の逃走経路の把握
　　　盗難車の駐車位置発見

（Ｂ）住宅街探査エリア内での盗難車連続検知状態
　　　盗難車の逃走経路の把握
　

（Ｃ）住宅街探査エリア内での盗難車連続検知状態
　　　盗難車の駐車位置発見

＊探査条件：盗難車 1 台、探査車 2 台、時間 30 分


